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分子の自発的な自己集合化では、必ずしも望みの分子配列、配向で集合体を形成できるとは限らない。

高密度共役系を合理的かつ合目的的に設計するためには、意図した構造への集合化を促す足場が必要で

ある。我々は、３回対称性をもつ３枚羽プロペラ分子である三脚型トリプチセンが、２次元入れ子状ハ

ニカム構造へと自発的に集合化し、その２次元シートが１次元積層することで、分子配向・配列が完全

に揃った「２次元+1 次元（＝３次元）」の規則性からなる超長距離秩序構造を形成することを見出して

いる 1a。この三脚型トリプチセンは、様々な修飾を施した場合でも同様な「２次元+1次元」構造を形成
する高い集合化能力を示すため、多様な官能基や機能分子を高密度かつ３回対称性をもって集積化させ

るための「超分子足場」として機能することも明らかにしてきた 1b。 
現在、光機能を

有するπ電子系

ユニットを導入

した三脚型トリ

プチセンの集合

化により、π電子

系ユニットを高

密度かつ配向制

御して集積化す

ることに成功している。また、側鎖に剛直な不飽和結合を導入した三脚型トリプチセンが形成する配向

多層膜が、溶媒分子を可逆に層間に取り込み、異方的な伸縮運動を示すという動的機能も見出している。

三脚型トリプチセンの骨格自体を機能化した誘導体の開発も行なっており、トリプチセンの三枚羽に強

い電子受容性を付与した誘導体が、結晶中で高密度な２次元集合構造を形成することを明らかにしてい

る 2。また、配位性官能基を付与した三脚型トリプチセン誘導体が、金属基板上で高密度、高規則的か

つロバストな自己組織化単分子膜を形成することを見出している 3。以上のように、三脚型トリプチセ

ンが、高密度有機構造体を構築するための優れたモチーフであることを明らかにしてきた。これらの検

討を通じて、多様な官能基や機能分子が高い秩序性、配向性をもって集合化した高密度有機構造体が織

りなす新機能の探求に取り組んでいる。 
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